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令和７年度 ３年 技術科 年間指導計画・評価計画 

１．目指す生徒像  

２．評価方法 

■３年 

学年末の到達目標「身につけたい力」 

「生活や社会で利用されている材料加工、生物育成、情報の技術についての基礎的な理解を図る力を育成

する。」 

 

『知識・技能』        … 安全・適切な栽培や製作、材料や加工の特性等の原理・法則と、材

料の製造・加工方法等の基礎的な技術の仕組みについて理解してい

る。 

『思考・判断・表現』     …  材料の加工や生物育成、情報の技術を評価し、解決策を構想し、実

践を評価・改善し、表現するなどして課題を解決する力を身に付け

ている。 

『主体的に学習に取り組む態度』…  よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、材料の加工

や生物育成、情報の技術を工夫し創造しようとしている。 

時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

１ 情
報
モ
ラ
ル 

安全に利用するため
の情報モラル 

D(１) 
アイ 

・情報が社会に与える影響
を理解して，望ましい情
報社会のために取るべき
態度を身に付けようとし
ている。 

・情報の特性について考
え，情報が社会に与える
影響について調べる。  

 
・望ましい情報社会のため
の態度について考える。 

・情報の特性を理解して，自
分の生活と具体的に結び付
けながら，情報を安全に利
用することができる知識を
身に付けている。 （知） 

 
・情報が社会に与える影響を
理解して，望ましい情報社
会のために取るべき態度を
身に付け，生活の中で実践
しようとしている。（態） 

２
～
９ 

材
料
加
工
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決 

①問題を発見し，課題
を設定しよう 

A(2) 
アイ 

・身近な生活や学校など
で，材料と加工の技術に
よって解決できる問題を
見つける。 

・発見した問題を解決する
ための課題を設定する。 

・「技術の見方・考え方」を
働かせて，問題を見いだ
すことができるように配
慮する。 

・先輩の製作品や教科書な
どを参考に考えさせる。
製品調査や家族へのイン
タビューなどを行うこと
も考えられる。 

・イメージマップなどの思
考ツールを活用して，自
分の考えをまとめさせ
る。 

・「技術の見方・考え方」を働
かせて，問題を発見し，自
分なりの課題を設定する力
を身に付けている。（思） 

②製作品を構想し，設
計しよう 

A(2) 
アイ 

・課題を解決するために，
使用目的や使用条件に合
わせて，製作品の構想を
具体化する。 

 ・機能の検討 
 ・材料の検討 
 ・構造の検討 
 ・加工方法の検討 
・製作品の構想を製作に必
要な図に表す。 

 
［他教科］ 
・（小）算数 4 年：立方体，
直方体など立体図形，見
取図，展開図 

・数学1年：平面図形，
空間図形 

・製作品の構想を具体化す
る際は，製作品の形，大
きさ，使いやすさ，丈夫
さだけではなく，製作時
間，かかる費用，使える
材料などの制約条件や使
用後，環境への負荷など
についても考えさせる。 

・製作に必要な図は，等角
図及び第三角法による正
投影図を用いる。 

・知的財産を創造，保護及
び活用することの大切さ
や技術に関わる倫理観に
ついて考えさせる。 

・製作に必要な図の描き方を
理解している。（知） 

・製作に必要な図に表すこと
ができる技能を身に付けて
いる。（知） 

・材料の選択や成形の方法な
どを構想し，設計を具体化
する力を身に付けている。
（思） 

★自分なりの新しい考え方や
捉え方によって，知的財産
を創造するとともに，他者
のアイディアを尊重し，そ
れらを保護・活用しようと
している。（態） 

＊（知）…知識・技能 （思）…思考・判断・表現 （態）…主体的に学習に取り組む態度 

＊★…「主体的に学習に取り組む態度」は，複数の学習内容にまたがる長期的な評価規準となる。 
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③製作の計画を立て
よう 

A(2) 
アイ 

・製作に必要な図を基に，
部品表，材料取り図を作
成し，製作に必要な材料
を準備する。 

・製作工程表を作成する。 
・工程ごとに使用する工
具や機器を調べる。 

・製作工程表を作成させ，
作業の見通しを持たせ
る。 

・能率的な作業手順を考え
させる。 

 

・構想に基づいて，製作の計
画を立てることができる力
を身に付けている。（思） 

  ④作業手順を考えて
製作しよう 

 

A(2) 
アイ 

・切り代や削り代を見込ん
で，仕上がり寸法線と切
断線をけがく。 

・材料を切断線に従って切
断する。 

・寸法線に従って加工す
る。 

・加工後，検査・修正し，
仮組み立てをする。 

・組み立てをする。組み立
て後，検査・修正する。 

・素材や用途に合った表面
処理をする。 

 
［他教科］ 
・（小）図画工作：工作に表
す活動 

・工具や機器の取り扱いで
は，安全を徹底させる。 

・工具や機器の適切な使い
方ができるように指導す
る。 

・材料の特性に応じた加工
方法があることを知らせ
る。 

・ジグや測定具などを用い
て，仕上がり寸法を測定
しながら加工させる。 

・合理的な接合手順を考え
させる。 

・さしがねや直角定規を用
いて検査を行わせる。 

・適切な修正を行わせる。 
・素地磨きが仕上がりに影
響することを伝える。 

・製作品の使用目的や使用
条件に応じて，表面処理
を行わせる。 

・安全・適切な製作や検査・
修正をすることができる技
能を身に付けている。（知） 

★他者と協働して，粘り強く
取り組もうとしている。
（態） 

⑤問題解決の評価，
改善・修正 

A(2) 
アイ 

・材料と加工の技術による
問題解決を振り返り，解
決結果及び解決過程を評
価し，改善・修正する方
法について考える。 

 

・問題解決の評価の観点を
決め，その評価の観点に
基づいて評価させる。 

 ・製作品の品質 
 ・製作の工程 

・製作の過程や問題解決の結
果を評価し，改善及び修正
する力を身に付けている。
（思） 

★自らの問題解決を振り返
り，よりよいものとなるよ
うに改善・修正しようとし
ている。（態） 

１
０
～
１
４ 

４
編
３
章 

計
測
・
制
御
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決 

★
統
合
的
な
問
題
解
決 

③計測・制御システム
を構想しよう 

D(3) 
アイ 

・問題を解決するための計
測・制御システムに必要
な情報を収集し，解決策
を具体化する。 

 ・センサと仕事を行う部
分の選択 

 ・計測・制御システムの
構成の整理 

 ・情報処理の手順の整理 

・情報の「技術の見方・考
え方」を働かせて，解決
策を具体化できるように
支援する。 

・フローチャートやアクテ
ィビティ図などを用いて
情報処理の手順を整理さ
せ，計測・制御システム
を構想させる。 

・入出力されるデータの流れ
を基に，計測・制御システ
ムを構想する力を身に付け
ている。（思） 

★自分なりの新しい考え方や
捉え方によって，知的財産
を創造するとともに，他者
のアイディアを尊重し，そ
れらを保護・活用しようと
している。（態） 

④計測・制御システム
のプログラムを制
作しよう 

 

D(3) 
アイ 

・安全で適切なプログラム
の制作と動作の確認，デ
バッグを行う。 

・エネルギー変換の技術に
よる問題解決の学習を生
かして，自動化・システ
ム化が実現するプログラ
ムを制作する。 

 
［他教科］ 
・（小）理科 6 年：電気の利
用（プログラミング体
験） 

・フローチャートやアクテ
ィビティ図を確認しなが
らプログラムを制作させ
る。 

・完成したプログラムを実
行して，目的の動作をし
ているか確かめさせる。
異なる場合は理由を考え
させ，デバッグさせる。 

・実際に動作させた結果を
踏まえ，より効率的で確
実な動作をするようにプ
ログラムを改良させる。 

・安全で適切なプログラムの
制作と動作の確認，デバッ
グができる技能を身に付け
ている。（知） 

・情報処理の手順を具体化す
る力を身に付けている。
（思） 

★他者と協働して，粘り強く
取り組もうとしている。
（態） 
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１
５ 

社
会
の
発
展
と
材
料
と
加
工
の
技
術 

 ①材料と加工の技術
の最適化 

A(3) 
アイ 

・自分の問題解決における
最適化の場面を振り返
り，社会の問題解決にお
ける最適化と比較する。 

 ・社会からの要求 
 ・安全性 
 ・環境への負荷 
 ・経済性 

・社会における材料と加工
の技術は，さまざまな制
約条件の基で折り合いを
つけ，効果が最も目的に
合ったものになるように
工夫されていることに気
付かせる。 

・技術が生活の向上や産業
の継承と発展に貢献して
いることに気付かせる。 

・材料と加工の技術の概念に
ついて理解している。（知） 

・材料と加工の技術の最適化
について考えている。（思） 

⒗
～
17.5 

技
術
分
野
の
学
習
を
終
え
て 

学んだことを社会に
生かす 
 

A(3) 
B(3) 
C(3) 
D(4) 

・3学年間の技術の学習内容
を振り返り，これから技
術とどのように関わって
いきたいかを考えてまと
める。 

・地球環境や将来の世代の
ための技術について考
え，10年後，50年後の未
来を予測する。 

・3学年間で学んだ材料と加
工，生物育成，エネルギ
ー変換，情報の技術につ
いて振り返らせる。ま
た，将来に向けて自分な
りの技術の活用方法を考
えさせ，10年後，50年後
の未来像とともに発表さ
せる。 

・よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向け
て，材料と加工，生物育
成，エネルギー変換，情報
の技術を工夫し創造しよう
としている。（態） 

 

⑤問題解決の評価，改
善・修正 

D(3) 
アイ 

・計測・制御のプログラミ
ングによる問題解決を振
り返り，解決結果及び解
決過程を評価し，改善・
修正する方法について考
える。 

 

・問題解決の評価の観点を
決め，その評価の観点に
基づいて評価させる。 

 ・安全性 
 ・環境への配慮 
 ・正確性 
 ・使いやすさ 
 ・制作工程が適切か 
 ・誤りが少ないか 
 ・著作権への配慮 など 

・計測・制御システムの制作
の過程や問題解決の結果を
評価し，改善及び修正する
方法について考えている。
（思） 

★自らの問題解決を振り返
り，よりよいものとなるよ
うに改善・修正しようとし
ている。（態） 


